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石川県羽咋市にてＲＥＳＡＳを活用した政策立案ワークショップを開催しました 

 

平成２９年３月 

経済産業省中部経済産業局 

 

 石川県羽咋市にて、｢地域経済分析システム（RESAS）｣を活用した政策立案ワークショッ

プを下記の通り実施した。経済統計や地域研究の専門家であり、全国の大学に先駆けて

RESAS を活用した授業「統計学で未来を見る」を実施されている金沢大学の松浦義昭専任

講師の参加を得て、羽咋市の農業の六次産業化と平成２９年７月にオープン予定の道の駅

に係る課題を見える化し、作り手側、売り手側双方からの意見交換を行った。羽咋市職員、

JA はくい職員、道の駅職員が課題を出し合い、能登半島の観光の入口の拠点としての機能

とともに、地域商社機能のツールとして生産者、加工業者、地域住民が潤う道の駅のあり

方について共有することができた。 

 

1. テーマ：農業の六次産業化と道の駅 

2. 日 時：平成２９年２月２８日（火）１３：３０～１６：００ 

3. 場 所：石川県羽咋市役所４０１会議室 

4. 主 催： 経済産業省中部経済産業局 

5. 参加者 

・羽咋市長 

・羽咋市副市長 

・羽咋市役所 職員 

・石川県庁 職員 

・金沢大学 国際基幹教育院 専任講師 松浦義昭 氏 

・金沢大学 先端科学・イノベーション推進機構 特任助教 平子紘平 氏 

・道の駅のと千里浜 駅長 野間 仁 氏 

・道の駅のと千里浜 統括マネージャー 松田 義人 氏 

・会宝産業株式会社 常務取締役 櫻井 茂宏 氏 

・会宝産業株式会社 農業事業部 田中 雄輝 氏 

・はくい農業協同組合 農業振興課 職員 

・中小企業基盤整備機構北陸本部 職員 

・経済産業省中部経済産業局 RESAS 普及活用支援調査員 

・経済産業省中部経済産業局 職員 

6. 議事次第 

①羽咋市職員による RESAS 分析結果の説明 

②金沢大学松浦専任講師による「RESAS から見た羽咋市」についての説明 

③中部経済産業局 RESAS 普及活用支援調査員による道の駅活性化事例と『道の駅のと
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千里浜』の説明 

④意見交換 

 

１．ワークショップ実施の背景 

 羽咋市と JA はくいは、木村秋則氏の協力のもと、3,4 年前から自然栽培に力を入れて

おり、そのノウハウを学びに毎年県内外から 30 代を中心とした若者が羽咋市の農業塾

へ集う。塾生の中には、実際に羽咋市へ移住する者もいる。羽咋市において、人口減

少による高齢化が進展する中で、農業は域外から人を呼び込む魅力ある産業となって

いる。 

 他方で、羽咋市は、和倉温泉や輪島市などの他市町の観光地への通過地点という位置

づけであり、域内に波及効果が及んでいないことが課題となっている。市としては、

「道の駅」で地元産の農作物を販売することで、地元客によるにぎわいの創出ととも

に通過型観光から脱却したいと考えている。 

 そこで、リーサスや他の統計データを活用した分析によって羽咋市の農業や観光関連

産業を客観的にとらえ、「道の駅」の整備をきっかけにした地域循環をもたらす政策の

あり方についてディスカッションを実施した。 

 

２．議論のポイント（意見交換での主な意見） 

（いかに高付加価値のものをつくるか） 

 自然栽培により集まる若者が生計を立てられるような支援が必要。 

 道の駅のターゲットはまずは、地元客であり、地産地消にこだわり、子供たちの笑顔

と健康のために自然栽培による農産物も手頃な価格での販売が必要ではないか。 

 「神子
み こ

原
はら

米」の例のように、商品の値段（価値）は市場（消費者）が決める。自然栽

培は、①農地を集積させるのが困難で、②自然栽培従事者の増加（供給）に相当する

だけの農作物の需要があるか未定である。そして、当地では③自然栽培を支えるのは、

農業経験がゼロの地域おこし協力隊が中心になって担っている点が課題であり、非常

にもどかしい。 

 

（いかに売るか、買ってもらうか） 

 「道の駅のと千里浜」は、羽咋の自然栽培による農産物を中核としつつ、能登しし（猪）

やお米など既存の様々な魅力的なコンテンツをそろえて、「羽咋市のインデックス」で

あるべき。また、能登地域の入り口として、「能登ミニ・インデックス」としての役割

も期待されている。 

 「道の駅」を成功させるには、「何を売っているか」が重要。単に、地域で採れたもの

や、一般流通には乗せられない完成度の低い商品のみ販売することになっていないか。

ここにしかない商品や、ここに行かないと情報が取れないようにすべき。 

 羽咋市の強みは、自然栽培を農協と生産者、市の三者が連携して取り組んでいる点。
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自然栽培であるため収量は少ないが、強みを前面に押し出し、市場価値を高めブラン

ド化することが必要。 

 

（全体のストーリーについて） 

 羽咋市の魅力あふれる既存のコンテンツを繋げるためには、「ストーリー」が必要。そ

の構築に当たっては、羽咋市の成り立ちや歴史から解きほぐしていき、そこから派生

する話を紡いで道の駅に繋げていくことが出来るとよい。 

 羽咋市の魅力を伝えるコンテンツを繋げる「ストーリー」としては、「子供たちの未来」

や「子供たちの笑顔」がある。行政、農協、農家、民間企業など、誰もが子供たちの

未来のことを考えているからこそ、自然栽培の「聖地」と言うことができる。 

 「能登の里山海山」が世界農業遺産として認定されていることを最大限活かすべき。 

 観光と農業という点では、農業者と消費者が近い関係を作る必要があり、健康志向が

強まる中、消費者が直接農家を選択し、消費者が時折、農場を訪れる「マイファーム」

という手法が考えられる。 

 

 共通課題 

・ 観光客にのと里山海道から千里浜におりてもらい、まずは道の駅に立ち寄ったあ

と、市内にどのように滞在してもらうか、観光客が生み出す経済的利益を、道の

駅だけでなく市内に循環させる具体的方策が必要。 

・ 自然栽培の担い手には恵まれているが、誰をターゲットとして、いかにして生産

物を消費させ、リピーターを確保し、生産者の生活を安定させるか。 

・ 生産者と小売業者としては、魚沼産コシヒカリよりも単価の高い高付加価値商品

を生産しているという自負があり、ブランド化による高価格帯での販売を希望す

る。他方で、地域住民(消費者)としては、安価な商品を希望する。この折り合い

をいかにつけるか、検討する必要がある。 

・ 2 つの相反する希望を、如何にして叶えるかという課題に対しては、①生産性を向

上させるための農地集積化、②農協の協力により、収穫量の少ない自然栽培を技

術力向上によって補うことが考えられる。食材、お土産品などについて地元調達

率を上げる工夫が重要。 

 

３．得られた結論、今後の方向性 

 道の駅に期待される役割 

・ （観光地だけでなく食材を含めた）能登地域の観光情報の発信拠点 

・ 通過型観光からの脱却(能登地域の観光客を迎える玄関口) 

・ 観光客と住民の双方が利用する場 

・ 生産者である農家と消費者を結びつける出会いの場、農家と加工業者のマッチン

グの場といった「ステージ」づくり 
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・ 防災拠点 

 

 今後の展開 

・ 様々な市の課題が存在する中で、その課題を解決すべく重要な役割が「道の駅」

に期待されている。全てを「道の駅」だけで解決することは出来ないため、客の

対象、商品の単価、ブランディング等、マーケティングについてターゲットを絞

り込んだ上で総合的に検討する必要がある。 

・ 行政、農協、民間企業、市民が一体となって観光や農業における羽咋の優れたリ

ソースを連携させ具体的な施策の実現を図っていくことが確認された。 

 

関係機関職員及び民間企業などの参加を得て、約６０名で開催 
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【参考資料】 

自治体職員による分析内容 
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金沢大学 国際基幹教育院専任講師 松浦義昭 氏による分析資料 
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地域経済分析システム普及支援調査員による分析資料 

 

 

以上 


